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同
窓
会
新
役
員
と
な
っ
て
2
度
目
の「
一
手
一つ
」

発
刊
と
な
り
ま
し
た
。2
回
目
の
編
集
作
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、最
初
に
比
べ
れ
ば
要
領
よ
く
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
読
み

や
す
く
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
会
報
を
発
刊
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
載
の
ア
ド
レ
ス
へ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　

       

　
　
　
　
　

同
窓
会
幹
事（
第
42
期
卒
）清
水
一
茂
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３
校
統
合
同
窓
会
開
設
に
向
け
て

　

昭
和
42
年
に
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の
看

護
師
と
検
査
技
師
を
養
成
す
る
た
め
に
開
校
さ

れ
た
天
理
高
等
看
護
学
院（
後
に
天
理
看
護
学

院
）と
天
理
衛
生
検
査
技
術
学
校（
後
に
天
理
医

学
技
術
学
校
）は
、そ
の
使
命
を
天
理
医
療
大
学

に
引
き
継
が
れ
平
成
26
年
に
閉
校
し
ま
し
た
。天

理
医
療
大
学
の
１
期
生
が
卒
業
す
る
前
に
３
校
の

同
窓
会
は
１
つ
に
統
合
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

諸
事
情
に
よ
り
統
合
さ
れ
ず
に
別
々
の
同
窓
会
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。各
同
窓
会
の
主
な
運
営

資
金
は
新
し
く
入
会
す
る
卒
業
生
の
入
会
金
で
し

た
の
で
、天
理
看
護
学
院
同
窓
会
と
天
理
医
学
技

術
学
校
同
窓
会
は
継
続
的
運
営
が
将
来
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。同
窓
会
会

員
の
皆
様
に
は
何
卒
こ
の
状
況
を
ご
理
解
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

別
々
に
運
営
し
て
き
た
同
窓
会
が
い
き
な
り
統

合
し
て
、う
ま
く
運
営
し
て
い
く
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、３
校
の
同
窓
会
役

員
が
話
し
合
う
目
的
で
、「
３
校
統
合
同
窓
会
設

立
準
備
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
理
解
し
、十
分
な
話
し
合
い
の
も
と
に
、各

学
校
の
卒
業
生
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
同
窓
会
運

営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
３
校
統
合
同
窓
会
設

同
窓
会
長　
木
寺 

英
明

立
準
備
委
員
会
」を
次
の
6
回
開
催
し
て
話
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。

第
１
回　

平
成
30
年
１
月
５
日　

　

３
校
の
同
窓
会
役
員
全
員
と
天
理
医
療
大
学

　

事
務
局
２
人
が
参
加
し
て
立
上
げ　

第
２
回　

平
成
30
年
３
月
23
日

　

医
療
大
学
２
名
、看
護
学
院
３
名
、医
学
技
術

　

学
校（
木
寺
、北
川
、大
林
、中
村
）４
名
参
加

第
３
回　

平
成
30
年
５
月
18
日　

　

医
療
大
学
３
名
、看
護
学
院
２
名
、医
学
技
術

　

学
校
３
名（
木
寺
、北
川
、中
村
）参
加

第
４
回　

平
成
30
年
７
月
20
日　

　

医
療
大
学
３
名
、看
護
学
院
３
名
、医
学
技
術

　

学
校
４
名（
木
寺
、大
林
、中
村
）参
加

第
５
回　

平
成
30
年
９
月
28
日　

　

医
療
大
学
４
名
、看
護
学
院
２
名
、医
学
技
術

　

学
校
３
名（
木
寺
、北
川
、中
村
）参
加

第
6
回　

平
成
30
年
11
月
16
日

　

医
療
大
学
3
名
、看
護
学
院
2
名
、医
学
技
術

学
校（
木
寺
、北
川
）参
加

　

6
回
の
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、平
成
32
年

10
月
25
日（
日
）に
３
校
統
合
の
同
窓
会
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。現
段
階
で
３
校

同
窓
会
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
の
は
、名
称
を

「
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学
園
同
窓
会
」と
す
る
こ
と

と
、今
ま
で
の
３
校
同
窓
会
を
部
会
と
し
て
存
続
さ

せ
る
こ
と
で
、各
部
会
の
役
員
が
統
合
同
窓
会
を
運

営
し
て
い
く
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、３
校
統

合
同
窓
会
総
会
で
会
員
の
承
認
を
得
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

　
こ
こ
で
、天
理
医
学
技
術
学
校
同
窓
会
と
し
て

問
題
と
な
る
の
は
、次
回
の
本
会
同
窓
会
総
会
は
平

成
34
年
３
月
の
予
定
で
し
た
の
で
、３
校
の
同
窓
会

を
統
合
す
る
こ
と
の
承
認
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て

賛
同
を
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
会
報
で
会

員
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、臨
時
同
窓
会

総
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。本
来
な
ら
ば
平
成
34
年
３
月
に
開
催
予
定

の
同
窓
会
総
会
を
平
成
32
年
10
月
25
日（
日
）に
臨

平成29年度　寄付金入金者一覧　58名  総計228,304円
多くの同窓生の皆様から寄付を賜り誠にありがとうございました。

寄付金収入の全額は、同窓会運営費の一部に充当させていただきます。

1期

小西 道子 末吉 範行

12期

神田 道代

10期

森下 政重

加藤 廣子

22期

39期
横田 洋

柳田 広子

石谷 彩
4期

19期 40期

宇都宮 築子

神田 典尚

桑野 彩
7期

窪 真理
川邊 晴樹/美智子

田崎 昭夫
菅田 君子

41期

堀江 ひとみ

西村 康司
櫃割 まさ代

文澤 幸子 南   義弘/睦

安藤 薫 23期
42期

藤野 一江

飯田 緑

13期

北野 宏

山田 秀子
弓場 富喜子

中 眞弓美

井上 敦美

中田 茂

11期
河野 久 森田 真美 17期

清水 一茂牧野 ユキ

24期

8期 渡辺 周吾

田邊 雅世

今田 千鶴

岸原 文江
3期

藤田 富子

松本 郁子

進士 都

仁垣 美香

33期

石井 容子

藤原 敦子

久保 良子 21期

天野 陽子

近藤 和子

吉川 佳子
14期 小川 令子

9期
田中 則子

18期

永谷 道一橋本 儀一/敏枝
木寺 英明/きみ子

清松 佐知子

34期
中村 彰宏

匿名希望5名

同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　同窓会新ウェブサイト　QRコード

＊アプリの種類によっては読み込めないことが
　ございますので、ご了承ください

　

平
成
30
年
9
月
よ
り
同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
維
持
費
無
料
）さ

れ
ま
し
た
。会
報
で
あ
り
ま
す「
一
手
一つ
」

が
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
フ

ォ
ー
ム
が
な
く
な
り
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ホ

ー
ム
画
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
へ
住
所
変
更
等
あ
れ
ば
送
信
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
同
窓
会
総
会
と
い
う
形
で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、同
窓
会
役
員
も
改

選
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、天
理
医
学
技
術
学
校
同
窓
会
の
役
員
は

「
一
手
一つ
」の
７
号
会
報
作
製
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

３
校
統
合
同
窓
会
設
立
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、看

護
学
院
同
窓
会
役
員
お
よ
び
天
理
医
療
大
学
同
窓

会
役
員
の
方
々
と
話
し
合
い
を
重
ね
、慣
れ
な
い
会

則
素
案
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。３
校
統
合

同
窓
会
総
会
の
開
設
に
関
し
ま
し
て
は
、会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
な
け
れ
ば
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ど
う
か
３
校
統
合
同
窓
会
開

設
に
関
し
て
も
ご
意
見（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
）を
頂
き
、ま
す
ま
す

発
展
行
け
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

３校統合同窓会　設立準備委員会メンバー

左から寺田事務局長、鶴巻会長、松山事務局次長、木寺会長、茶木会長
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奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
の
紹
介
地
方
独
立
行
政
法
人
　
奈
良
県
立
病
院
機
構
　
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
臨
床
検
査
部
　
副
技
師
長
　
　
第
14
期
卒
　 

中
田  

恵
美
子奈良県総合医療センターで働く天理の卒業生

 

は
や
い
も
の
で
、天
理
医
学
技
術
学
校
を
卒
業
し
て
35
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。14
期
生
の
中
田
恵
美
子（
旧
姓
森
下
）と
申
し
ま
す
。こ
の
度
、『
一
手
一

つ
』の
原
稿
依
頼
を
受
け
、文
章
を
書
く
の
は
苦
手
で
す
が
、折
角
の
機
会

で
す
の
で
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

 

私
は
現
在
、奈
良
県
奈
良
市
に
あ
り
ま
す
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。天
理
医
学
技
術
学
校
を
卒
業
後
、3
か
月
修
養

科
に
入
り
、現
在
の
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
前
形
で
あ
る
奈
良
県

立
奈
良
病
院
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
半
年
間
勤
務
し
た
の
ち
、正
規
職
員

と
な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
、今
年（
平
成
30
年
）5
月
1
日
に
、奈
良

市
七
条
西
町（
第
二
阪
奈
道
路
の
南
側
、富
雄
川
の
東
側
の
高
台
に
位
置

し
ま
す
）に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。７
万
９
６
３
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

大
な
敷
地
に
、鉄
骨
造
り
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
免
震
構
造
）、地
下

1
階
地
上
7
階
建
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。大
規
模
災
害
時
に
も
イ
ン
フ
ラ

供
給（
電
力
、通
信
、給
水
、排
水
、都
市
ガ
ス
、医
療
ガ
ス
）が
継
続
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
に
医
療
継
続
計
画（M

edical Continuity Plan

）に

沿
っ
て
い
ま
す
。基
本
理
念
を『“

医
の
心
と
技”

を
最
高
レ
ベ
ル
に
磨
き
、県

民
の
健
康
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
ま
す
』と
し
、奈
良
県
北
和
の
基
幹

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、県
民
お
よ
び
地
域
住
民
に
安
心
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
と
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。新
設
の
診
療
科
も
あ

り
、旧
セ
ン
タ
ー
よ
り
110
床
多
い
540
床
を
備
え
、奈
良
の
地
域
医
療
を
支
え
る

7
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
は
、①
救
命
救
急
の
充
実
、②
周
産
期

医
療
の
充
実
、③
専
門
的
な
が
ん
医
療
の
充
実
、④
小
児
医
療
、⑤
糖
尿
病
治

療
、⑥
精
神
医
療
、⑦
災
害
医
療
で
す
。こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、集
約
的
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
、脳
神
経
セ
ン
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。臨

床
検
査
部
は
2
階
と
4
階
に
分
か
れ
て
お
り
、2
階
で
は
、採
血
、採
尿
、患
者

説
明
、一
般
検
査
、生
理
検

査
を
行
っ
て
お
り
、4
階

で
は
、生
化
学
検
査
、血

液
検
査
、遺
伝
子
検
査
、

病
理
検
査
、微
生
物
検

査
、輸
血
検
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。臨
床
検
査
技

師
は
、正
規
職
員
34
名
、

嘱
託
職
員
10
名
が
勤
務

し
、そ
の
う
ち
天
理
医
学

技
術
学
校
の
卒
業
生
は

14
名
と
約
3
割
を
占
め

て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で

も
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所

病
院
の
OB
で
あ
る
岡
山
幸

成
さ
ん
、安
田
正
利
さ

ん
、津
田
勝
代
さ
ん
、原

田
譲
さ
ん
、太
田
奈
津
子

さ
ん
、瀬
川
義
朗
さ
ん
に

平
成
30
年
同
窓
会
事
業
報
告・会
計
報
告

平
成
30
年
1
月
1
日
〜
平
成
30
年
11
月

30
日
ま
で
の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

一
．役
員
会
議
開
催

    

次
の
通
り
、計
4
回
開
催
し
た
。

○
第
1
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
3
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
〜
19
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、清
水
、川

　
　
　
　

邊
晴（
川
邊
美
会
計
代
理
）

　

欠
席
：
武
田
、倉
村
英（
倉
村
あ
監
査

　
　
　
　

代
理
）、中
村

会
議
内
容

　

①
平
成
29
年
度
同
窓
会
活
動
報
告

　

②
寄
付
金
納
付
者
に
つ
い
て

　

③
会
員
名
簿
の
確
認
作
業

○
第
2
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
5
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、清
水
、川

　
　
　
　

邊
美
、中
村

　

欠
席
：
武
田
、倉
村
英（
倉
村
あ
監
査

　
　
　
　

代
理
）

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号
の

　
　

役
割
分
担

　

②
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学
園
同
窓
会

　
　

設
立
準
備
委
員
会
へ
の
意
見
集
約

○
第
3
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
8
月
27
日（
月
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

演
習
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、川
邊
晴

　
　
　
　
（
川
邊
美
会
計
代
理
）、倉
村

　
　
　
　

英（
倉
村
あ
監
査
代
理
）

　

欠
席
：
中
村
、武
田
、清
水

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

②
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号

　
　
ペ
ー
ジ
構
成
に
つ
い
て

○
第
４
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
11
月
5
日（
月
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
19
時
45
分

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、川
邊
晴（
川
邊

　
　
　
　

美
会
計
代
理
）、中
村
、、清
水

　
　
　
　

英（
倉
村
あ
監
査
代
理
）

　

欠
席
：
大
林
、武
田
、倉
村
英（
倉
村

　
　
　
　

あ
監
査
代
理
）

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号

　
　

進
行
状
況
と
手
直
し

　

②
学
校
法
人
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学

　
　

園
同
窓
会
の
会
則（
案
）検
討

二
．「
一
手
一つ
」第
6
号
発
行

三
．平
成
29
年
度
会
計
報
告

　
平
成
29
年
度
は
左
記
表
通
り
の
収
支

と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

は
、今
ま
で
培
っ
て
き
た
臨
床
検
査
の
知
識
、経
験
、技
術

な
ど
を
後
輩
や
当
セ
ン
タ
ー
技
師
に
育
成
指
導
し
て
く
だ

さ
り
、大
変
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
振
り
返
り
、改
め
て
、天
理
医
学
技
術
学
校
の
卒
業

生
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、諸

先
輩
方
を
見
習
い
、卒
業
生
と
し
て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い

臨
床
検
査
技
師
を
目
指
し
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

26
． 

納
口 

英
次 （
埼
玉
県
）

　

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。私
は
卒
業
後
天
理
よ

ろ
づ
相
談
所
病
院
、国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
を

経
て
現
在
の
心
臓
血
管
研
究
所
付
属
病
院
に
入

所
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
10
月
に
無
事
定
年
を
迎

え
、同
病
院
に
て
延
長
雇
用
し
て
い
た
だ
き
元
気

に
勤
め
て
い
ま
す
。毎
年
何
回
か
お
ぢ
ば
帰
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、ま
た
皆
様
方
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

32
．巻
幡
信
広(

広
島
県)

　

西
日
本
豪
雨
災
害
が
間
近
で
発
生
、連
日
の
記

録
的
猛
暑
の
中
、尾
道
で
は
断
水
が
2
週
間
以
上

も
、続
き
ま
し
た
。水
の
恐
さ
と
大
切
さ
を
実
感

し
た
夏
で
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
は
、一
日
も
早
く

日
常
に
戻
れ
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。私
は
、身

体
は
ポ
ン
コ
ツ
で
す
が
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
週
2

回
で
若
者
達
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。定
年
後
も
少

し
働
く
予
定
で
す
。

33
．正
木
修
一（
岡
山
県
）

　

平
成
29
年
9
月
1
日
に
出
直
さ
れ
ま
し
た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

34
．西
田（
松
井
）英
子（
奈
良
県
）

　

今
年
の
6
月
で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。38

年
間
大
き
な
病
気
や
怪
我
も
な
く
元
気
に
勤
め

上
げ
れ
た
こ
と
に
は
家
族
、特
に
儀
父
母
に
感
謝
、

感
謝
で
す
。今
は
、家
で
主
人
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

て
い
ま
す
。こ
ん
な
に
ゆ
っ
〜
た
り
と
し
た
時
を
過

ご
す
の
は
人
生
で
初
の
経
験
で
す
。今
後
の
事
は

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。主

人
と
農
業
し
専
業
主
婦
す
る
の
も
良
し
、又
仕
事

す
る
の
も
良
し
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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奈良県総合医療センター外観

教
育
は
〝
共
育
〞
で
あ
る

公
益
財
団
法
人
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

臨
床
検
査
部
長
　
松
尾 

収
二

　

私
は
、昨
年
1
月
、再
び
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
臨
床
検
査
部

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
が
、そ
の
前
の
7
年
間
の
天
理
医
療
大
学

（
準
備
室
含
む
）在
籍
は
私
に〝
教
育
〞の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、学
生
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

私
に
と
っ
て
、〝
教
育
〞と
は〝
教
え
て
育
つ
〞の
は
学
生
だ
け
で
は
な

い
、む
し
ろ
教
え
る〝
私
自
身
〞だ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。1
つ
目
は
、授
業
で
も
っ
と
も
勉
強
に
な
っ
た
の
は

私
自
身
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。非
常
勤
講
師
の
と
き
以
上
に

気
を
配
り
勉
強
し
ま
し
た
。解
剖
生
理
や
病
態
の
理
解
は
検
査
デ
ー

タ
の
読
み
方
を
強
化
す
る
の
に
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。2
つ
目
は
学

生
と
い
う〝
人
〞と
接
す
る
こ
と
で
多
く
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。精
神
が
病
ん
で
い

る
学
生
、人
間
関
係
で
悩
む
学
生
、経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
学
生
、授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い
学
生
な
ど
色
ん
な
学
生
が
い
ま
し
た
が
、そ
ん
な
中
、人
は
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
彼
ら
で
し
た
。3
回
生
の
臨
地
実
習
、4
回
生
の
卒
業
研
究
、そ

し
て
就
職
活
動
と
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
求
め
ら
れ
、自
分
と
も
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
々
の
こ
と
を
経
験
す
る
中
で
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。彼
ら

は
意
外
に
自
分
の
こ
と
を
冷
静
に
み
て
い
る
し
、将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
、親
、家
族
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
若
者
が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。振
り
返
っ
て

私
自
身
の
生
き
様
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、ま
た
私
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
教
育
や
し
つ

け
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に「
共
育
」の
時
間
を
過
ご
し
た

気
が
し
て
い
ま
す
。

 

人
生
に
お
い
て
、良
き
人
と
の
出
会
い
は
相
手
が
若
い
年
寄
り
関
係
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。最
近
、若
い
レ
ジ
デ
ン
ト
の
医
師
が
臨
床
検
査
部
に
研
修
に
来
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
に
臨
床
検
査
部
の
ス
タ
ッ
フ
も
真
剣
に
受
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。大
変
、感
謝
し
て
い

ま
す
。〝
教
え
て
学
ぶ
〞「
共
育
」こ
そ
が
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の
神
髄
で
あ
り
、天
理

と
い
う
懐
の
深
さ
、優
し
さ
が
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。天
理
で
育
て

ら
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ま
方
に
も
そ
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。い
ず
れ
の
地
に

あ
っ
て
も
、そ
し
て
学
生
で
あ
っ
て
も
社
会
人
で
あ
っ
て
も〝
教
育
〞の
意
味
を
実
践
し
て

頂
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

追
記

　

来
年
、第
20
回
検
査
血
液
学
会
学
術
集
会
を
天
理
で
開
催
し
ま
す
。一
般
演
題
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。一
般
演
題
は
、自
分
で
考
え
自
分
で
ま
と
め
人
に
伝
え
る
こ
と
、す
な

わ
ち
自
分
が
育
つ
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。是
非
、廻
り
の
方
を
誘
っ
て
天
理
へ
お
か
え

り
下
さ
い
。

　

天
医
校
11
期
生（
昭
和
55
年
西
暦
１
９
８
０
年

卒
業
生
）は
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。5
年
お
き
に

同
窓
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、お
互
い
卒
業
以

来
会
っ
て
い
な
い
人
が
沢
山
い
ま
す
の
で
こ
の
機

会
に
近
況
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
数

字
は
当
時
の
出
席
番
号
で
す
。

1
．石
川
明
美（
奈
良
県
）

　

今
年
5
月
フ
ラ
ン
ス
で
6
月
日
本
で
息
子
の
結

婚
式
を
無
事
終
え
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。お
嫁

さ
ん
さ
ん
の
母
国
で
は
、ご
家
族
と
言
葉
は
通
じ

な
い
も
の
の
翻
訳
ア
プ
リ
と
カ
タ
コ
ト
で
和
や
か

に
過
ご
し
ま
し
た
。学
生
の
頃
は
海
外
に
親
戚
が

で
き
る
と
は
、思
っ
て
も
な
い
こ
と
で
し
た
。そ
ん

な
歳
に
な
り
ま
し
た
。

3
．加
藤（
石
神
）陽
子（
静
岡
県
）

　

4
月
に
還
暦
を
迎
え
現
在
60
歳
、家
族
の
皆
に

還
暦
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。気
持
ち
は
学

生
時
代
と
全
く
変
わ
ら
ず
、現
在
循
環
器
専
門
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
検
査
業
務
を
し
て
い
ま
す
。医
療
現

場
で
働
く
我
が
子
を
見
て
い
る
と
、当
時
の
自
分

た
ち
を
思
い
出
し
ま
す
。仕
事
が
で
き
る
事
に
感

謝
し
、向
上
心
を
持
ち
、健
康
に
留
意
し
な
が
ら

頑
張
ろ
う
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

5
．猪
田
猛
久（
奈
良
県
）

　

今
年
5
月
に
38
年
間
勤
務
し
て
い
た
天
理
よ
ろ

づ
相
談
所
病
院
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。定
年
退

職
時
の
挨
拶
、送
別
会
な
ど
何
か
本
当
に
現
実
な

の
か
狐
に
騙
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。定
年
退
職
後
も
仕
事
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、幸
い
済
生
会
中
和
病
院
で

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、戸
惑
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

6
．須
賀（
内
野
）知
子（
兵
庫
県
）

　

来
年
3
月
末
で
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。今
は
、居
な
く
な
る
た
め
の
準
備
を
ぼ
ち
ぼ

ち
や
っ
て
ま
す
。卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
働
く
こ
と

が
出
来
た
の
は
、あ
の
暑
く
て
寒
い
天
理
で
の
3

年
間
が
有
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。忙
し
い

毎
日
が
少
し
余
裕
が
で
き
て
き
た
な…

と
感
じ

る
最
近
、4
人
の
孫
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。こ
れ
が
60

才
な
ん
だ
。

７
．野
尻（
大
東
）礼
子（
福
井
県
）

　

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？
卒
業
し
て
ず
い
ぶ

ん
時
間
が
経
ち
ま
し
た
ね
。福
井
に
来
て
病
院
で

働
き
な
が
ら
、3
人
の
子
供
を
授
か
り
ま
し
た
。一

時
期
は
両
立
が
大
変
で
し
た
。で
も
、昨
年
初
孫

が
誕
生
し
、今
秋
長
男
が
結
婚
し
ま
す
。は
や
い

も
の
で
す
ね
。現
在
は
退
職
し
て
主
人
が
住
む
東

京
と
の
往
復
生
活
で
す
。今
後
は
健
康
に
気
を
つ

け
な
が
ら
、趣
味
を
楽
し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

11
． 

宮
本（
亀
江
）な
お
み（
愛
知
県
）

　

結
婚
を
機
に
離
職
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
42

歳
で
健
康
診
断
の
パ
ー
ト
勤
め
5
年
、ブ
ラ
ザ
ー

病
院
で
短
期
の
バ
イ
ト
を
最
後
に
家
庭
に
入
っ
て

今
日
に
至
り
ま
す
。薬
剤
師
と
看
護
師
の
子
供
に

3
人
の
孫
が
い
て
成
長
が
楽
し
み
で
す
。検
査
技

師
長
の
主
人
の
健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
私
の
仕
事

で
す
。両
親
も
他
界
し
て
お
り
今
は
洋
裁
、編
物
、

写
真
、ピ
ア
ノ
な
ど
で
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
に
会
え
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

12
． 

唐
木　

幹
次
・
厚
子（
長
野
県
）

　

私
も
例
外
に
漏
れ
ず
、昨
年
還
暦
を
迎
え
現
職
も

余
す
と
こ
ろ
1
年
半
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
穏

や
か
に
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま

し
た
が
、最
後
の
所
でISO

１
５
１
８
９
の
認
証
取

得
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、準
備
に
疲
労
困
憊
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
励
ま
し
た
り
、そ
の
逞
し
さ
に
ほ
く
そ
笑

ん
だ
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。妻
も
県
下
の
乳
が

ん
検
診
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

15
．河
野　

久（
三
重
県
）

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
で
血
液
、免
疫
血
清
、

微
生
物
、一
般
検
査
を
行
い
、こ
の
1
月
で
定
年
退
職

と
な
り
ま
す
。今
後
も
検
査
技
師
の
仕
事
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。自
由
な

時
間
が
増
え
れ
ば
、身
の
周
り
の
こ
と
、例
え
ば
、料

理
、洗
濯
、掃
除
は
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
し
、趣
味

の
登
山
の
時
間
も
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

16
．在
長
和
廣（
石
川
県
）

　

10
期
の
入
試
で
不
合
格
、翌
年
合
格
し
同
期
よ
り

6
年
遅
れ
の
学
生
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
、卒
後
ふ

る
さ
と
の
１
９
８
床
の
総
合
病
院
に
定
年
ま
で
勤
め

現
在
は
地
方
の
検
査
セ
ン
タ
ー
勤
務
で
す
が
、前
期

高
齢
者
の
仲
間
に
な
り
8
月
15
日
で
退
職
予
定
で

す
、天
理
で
学
ん
だ
3
年
が
宝
物
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
検
査
技
師
人
生(

38
年
4
か
月)

で
し
た
。

20
．田
上　

美
鈴（
大
阪
府
）

 

私
は
、今
年
4
月
か
ら
嘱
託
に
な
り
、う
ま
く
い
け

ば
、後
5
年
働
け
る
か
な
。妹
一
人
が
、母
の
介
護
を

し
て
る
の
で
、去
年
か
ら
2
週
間
ご
と
に
1
週
間
実

家
に
泊
ま
り
、手
伝
っ
て
ま
す
。

21
．藤
原（
塚
本
）敦
子(

秋
田
県)

 

大
阪
で
勤
務
し
て
い
た
時
に
細
胞
検
査
士
資
格
を

取
得
、24
歳
の
時
に
秋
田
に
戻
り
検
診
団
体
に
就
職

し
ま
し
た
。以
後
は
ひ
た
す
ら
顕
微
鏡
を
覗
き
続
け

た
毎
日
で
し
た
。2
年
前
、白
内
障
に
な
り
眼
内
レ

ン
ズ
を
入
れ
る
こ
と
に・・
。高
度
先
進
医
療
で
多
焦

点
レ
ン
ズ
を
い
れ
た
ら
、眼
鏡
に
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
に
さ
よ
な
ら
で
き
ま
し
た
。お
勧
め
。

22
．問
本
佳
予
子（
奈
良
県
）

　

元
気
で
す
。60
歳
で
卒
業（
た
ぶ
ん
無
事
に・・）

こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か
と
、今
考
え
て
い
ま
す
。出

来
れ
ば
社
会
と
か
か
わ
り
、誰
か
の
お
役
に
た
て
る

よ
う
に・・・
な
ん
て
考
え
て
い
ま
す
が
、と
り
あ
え
ず

年
金
が
支
給
さ
れ
る
ま
で
は
働
き
ま
す
。ヨ
イ
シ
ョ
！

23
．木
寺（
都
所
）き
み
子（
奈
良
県
）

　

卒
業
後
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
で
7
年
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
、育
児
の
た
め
退
職
。現
在
は
他
業
界
で

働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、バ
タ
バ
タ
と
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。4
人
の
子
供

達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
、時
折
孫
に
癒
さ

れ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。沢
山
の
方
々
の
お
力
を

い
た
だ
き
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
の
毎
日
。感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

24
．牧
野（
永
坂
）ユ
キ（
神
奈
川
県
）

　

保
健
科
学
研
究
所
の
ブ
ラ
ン
チ
で
、出
向
先
は
横

浜
動
物
園
の
近
く
の
病
院
な
の
で
、土
曜
日
な
ど
は

動
物
園
か
ら
帰
る
親
子
連
れ
の
満
員
バ
ス
で
押
し
潰

さ
れ
な
が
ら
、通
勤
し
て
い
ま
す
。も
う
還
暦
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、子
供
達
3
人
は
働
く
よ
う
に

な
っ
た
と
た
ん
、夫
が
さ
っ
さ
と
定
年
退
職
し
て
し
ま

い
、私
は
夫
と
猫
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

パ
ー
ト
な
の
に
フ
ル
で
働
い
て
い
ま
す
。

25
．小
松（
西
江
）紀
美
子（
富
山
県
）

　

現
在
、臨
床
検
査
技
師
業
務
か
ら
す
っ
か
り
は
な

れ
て
お
り
ま
す
。産
業
保
健
業
務
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

定
年
退
職
者
コ
ラ
ム
　
天
理
医
学
技
術
学
校
第
11
期
生
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平
成
30
年
度
叙
勲
受
賞

　

今
年
も
も
う
冬
至
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。さ
て
、こ
の
た
び
、平
成
30
年
度
の
春
の
叙
勲
に
さ
い
し
ま
し
て
、

瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、ご
丁
寧
な
お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂

き
、誠
に
あ
り
が
た
く
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
天
理
よ

ろ
づ
相
談
所
病
院
の
臨
床
検
査
部
、奈
良
県
臨
床
検
査
技
師
会
、天
理
医
療
大

学
、そ
の
ほ
か
関
わ
り
の
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

天
理
衛
生
検
査
技
師
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の

勤
務
、そ
し
て
現
在
天
理
医
療
大
学
の
特
任
講
師
ま
で
、私
の
よ
う
な
も
の
が
お

よ
そ
半
世
紀
の
長
い
間
、天
理
の
地
で
臨
床
検
査
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
次
第
で
す
。こ
の
よ
う
に
長
年
、臨
床
検
査
に
現
役
と

し
て
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
の
ご
褒
美
に
い
た
だ
い
た
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
に
お
け
る
40
年
は
、正
確
で
精
度
よ
く
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
に
検
査
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
臨
床
検
査
の
モ
ッ
ト
ー
の
実
現
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。一
言
で
言
え
ば“

検
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診
療
体
制”

の
構
築

と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
し
た
。

　

奈
臨
技
役
員
で
は
外
部
精
度
管
理
調
査
の
統
一
化
事
業
化
、近
畿
医
学
検
査

学
会
に
若
い
技
師
さ
ん
が
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
教
育
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
常
設

化
、奈
良
県
の
臨
床
検
査
に
関
わ
る
団
体（
奈
良
県
医
師
会
、奈
良
県
病
院
協

会
、奈
良
県
臨
床
検
査
医
学
専
門
医
会
、日
本
衛
生
検
査
所
協
会
近
畿
支
部
お

よ
び
奈
良
県（
医
療
政
策
・
医
療
管
理
課
）で
構
成
さ
れ
る
奈
良
県
臨
床
検
査
協

議
会
の
設
立
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。日
臨
技
役
員
で
は
臨
床
検
査
デ
ー
タ

共
有
化
部
会
に
お
い
て
共
有
基
準
範
囲
の
設
定
、精
度
が
確
保
さ
れ
た
検
査
室

を
第
三
者
認
証
す
る
精
度
保
証
施
設
認
証
事
業（
平
成
30
年
度
８
０
０
施
設
が

認
証
取
得
）な
ど
臨
床
検
査
の
標
準
化
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　
こ
の
技
師
会

の
共
有
基
準
範
囲
は
日
本
臨
床
検
査
協
議
会
に
お
い
て
共
用
基
準
範
囲
と
し
て

天
理
医
療
大
学
　
医
療
学
部
　
臨
床
検
査
学
科
　

　
　
　
　
　
　
　
　
特
任
講
師
　
第
4
期
卒
　
山
本 

慶
和

皇居にて

全
国
で
統
一
し
て
使
用（
共
用
）で
き
る
基
準
範
囲
に
発
展
し

公
開
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。精
度
保
証
施
設
認
証
制
度
は

今
年
の
法
改
正
に
伴
い
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ（
全
部
門
を
対
象
）

し
た
品
質
保
証
認
証
制
度
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

日
立
自
動
分
析
研
究
会
は
今
年
で
43
回
を
迎
え
ま
す
が

（
い
く
ぶ
ん
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
会
で
は
あ
り
ま
す
）、私
に
と
っ
て

外
す
こ
と
の
で
き
な
い
会
で
あ
り
ま
す
。こ
の
研
究
会
は
天
理

で
自
動
分
析
装
置
を
導
入
し
た
翌
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。は
じ
め
は
装
置
へ
の
不
具
合
改
善
、機
能
ア
ッ
プ
を
要

望
す
る
会
的
で
し
た
が
、次
第
に
検
査
室
の
問
題
、精
度
管

理
法
、デ
ー
タ
の
読
み
方
な
ど
実
践
的
な
事
を
学
ぶ
会
と
な

り
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
、ま
た
、10
数
年
前
か
ら
若
い

技
師
に
自
動
分
析
装
置
を
中
心
と
し
た
技
術
・
知
識
の
教
育

の
場
と
し
て
高
橋
開
智
塾
を
設
け（
今
年
で
13
期
目
）、こ
れ

ま
で
に
受
講
者
は
３
６
０
人
に
余
り
と
に
な
り
ま
し
た
。も

う
一つ
、協
和
メ
デ
ッ
ク
ス
の
絶
大
な
る
協
力
を
頂
き
試
薬
分

析
研
究
会
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ
れ
は
若
い
技
師
に
化
学
的
検
査
の
面
白
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
試
薬
の
組
み
立
て
、実
験
計
画
、自
動
分
析
に

よ
る
実
験
、結
果
の
考
察
、お
よ
び
発
表
と
い
っ
た
一
連
の
過

程
を
実
践
す
る
会
を
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
長
年
臨
床
検
査
に
関
わ
っ
て
こ
れ
た
の
も
家

族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
も
の
で
す
。家
内
の

公
江
の
寛
容
が
支
え
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
お
礼
と
感
謝
を

さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
功
労
賞
を
受
賞
し
て
公
益
財
団
法
人
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
　

臨
床
検
査
部
CE
部
門
　
第
14
期
卒
　
杉
邑 

芳
樹

　

去
る
2
月
7
日
に
第
46
回
奈
良
県
医
療
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。医
療
功
労
賞
は
読
売
新

聞
社
主
催
、厚
生
労
働
省
、日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

後
援
の
賞
で
、地
域
医
療
の
へ
の
貢
献
者
を
表
彰

す
る
目
的
で
１
９
７
２
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
全
国
表
彰
７
２
８
名
、都
道
府
県
表

彰
４
４
３
８
名
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の

私
の
受
賞
は
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
、一
般
社
団

法
人
奈
良
県
臨
床
工
学
技
士
会（
森
諭
司
理
事

長
）の
推
薦
を
頂
き
、技
士
会
事
務
局
長
、天
理

医
学
技
術
学
校
臨
床
工
学
専
攻
科
教
員
と
し
て

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
し
た
。新
聞
等
に

掲
載
さ
れ
て
各
方
面
の
方
々
よ
り
お
祝
い
の
言

葉
や
、労
い
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

場
を
お
借
り
し
て
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の
受
賞

で
最
も
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
は
、歴
史
が
浅
く
認

知
度
の
低
い
臨
床
工
学
技
士
と
い
う
医
療
資
格

と
そ
の
業
務
内
容
を
多
少
な
り
と
も
一
般
の
人
に

知
っ
て
頂
け
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
１
９
８
３
年
3
月
に
天
医
校
第
14
期
生

と
し
て
卒
業
、4
月
に
憩
の
家
臨
床
病
理
部
に
入

職
、呼
吸
機
能
検
査
お
よ
び
心
電
図
検
査
を
主

と
し
た
生
理
検
査
に
従
事
、そ
の
後
、緊
急
検
査
、

糖
尿
病
検
査
等
に
も
従
事
し
ま
し
た
。ま
た
、兼

任
で
人
工
呼
吸
器
、人
工
透
析
、心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
、人
工
心
肺
等
の
生
命
維
持
管
理
装
置

の
操
作
、保
守
管
理
業
務
に
も
従
事
さ
せ
て
い
た

だ
き
、１
９
８
９
年
に
臨
床
工
学
技
士
免
許
を

取
得
し
ま
し
た
。１
９
９
６
年
5
月
に
天
医
校

　

臨
床
検
査
学
科
に
異
動
し
、専
任
教
員
と
し

て
臨
床
検
査
技
師
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。２
０

０
１
年
4
月
に
は
新
設
さ
れ
た
同
校
臨
床
工
学

専
攻
科
の
専
任
教
員
、２
０
０
８
年
4
月
に
は

同
専
攻
科
教
務
主
任
と
な
り
、臨
床
工
学
技
士

教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。兼
任
で
２
０
０
９
年4

月
か
ら
は
神
戸
学
院
大
学
栄
養
学
部
客
員
教
員

と
し
て
呼
吸
機
能
検
査
の
講
義
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

天
医
校
で
約
18
年
間
勤
務
し
た
後
、２
０
１

４
年
4
月
よ
り
再
び
、憩
の
家
臨
床
検
査
部
CE

部
門
に
戻
り
、臨
床
工
学
技
士
と
し
てICU

を
中

心
と
し
た
病
棟
で
生
命
維
持
管
理
装
置
等
の
操

作
、保
守
管
理
に
従
事
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

臨
床
に
戻
り
4
年
に
な
り
ま
す
が
、さ
す
が
に

18
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
く
、浦
島
太
郎
状
態
で

周
り
の
技
士
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
指
導
し
て
頂

き
、な
ん
と
か
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。当
院
の

臨
床
工
学
技
士
の
多
く
が
天
医
校
臨
床
工
学
専

攻
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、私
に
対
し
て
や
り
に
く

い
事
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
親
切
に
し
て

頂
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

臨
床
に
戻
り
患
者
を
中
心
に
医
師
、看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
を
は
じ
め
多
く
の
医
療
従
事
者

に
よ
っ
て
行
う
チ
ー
ム
医
療
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
て
お
り
ま
す
。チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て
は
お

ぢ
ば
で
教
え
て
頂
い
た『
一
手
一
つ
』の
精
神
が
役

立
つ
事
も
再
認
識
し
ま
し
た
。医
療
安
全
の
観
点

か
ら
チ
ー
ム
内
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
糧
に
し
て
、今
後
も
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
少

し
で
も
患
者
様
の
役
に
立
て
る
よ
う『
一
手
一
つ
』

の
精
神
で
努
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↖
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平
成
30
年
度
叙
勲
受
賞

　

今
年
も
も
う
冬
至
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。さ
て
、こ
の
た
び
、平
成
30
年
度
の
春
の
叙
勲
に
さ
い
し
ま
し
て
、

瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、ご
丁
寧
な
お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂

き
、誠
に
あ
り
が
た
く
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
天
理
よ

ろ
づ
相
談
所
病
院
の
臨
床
検
査
部
、奈
良
県
臨
床
検
査
技
師
会
、天
理
医
療
大

学
、そ
の
ほ
か
関
わ
り
の
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

天
理
衛
生
検
査
技
師
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の

勤
務
、そ
し
て
現
在
天
理
医
療
大
学
の
特
任
講
師
ま
で
、私
の
よ
う
な
も
の
が
お

よ
そ
半
世
紀
の
長
い
間
、天
理
の
地
で
臨
床
検
査
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
次
第
で
す
。こ
の
よ
う
に
長
年
、臨
床
検
査
に
現
役
と

し
て
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
の
ご
褒
美
に
い
た
だ
い
た
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
に
お
け
る
40
年
は
、正
確
で
精
度
よ
く
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
に
検
査
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
臨
床
検
査
の
モ
ッ
ト
ー
の
実
現
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。一
言
で
言
え
ば“

検
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診
療
体
制”

の
構
築

と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
し
た
。

　

奈
臨
技
役
員
で
は
外
部
精
度
管
理
調
査
の
統
一
化
事
業
化
、近
畿
医
学
検
査

学
会
に
若
い
技
師
さ
ん
が
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
教
育
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
常
設

化
、奈
良
県
の
臨
床
検
査
に
関
わ
る
団
体（
奈
良
県
医
師
会
、奈
良
県
病
院
協

会
、奈
良
県
臨
床
検
査
医
学
専
門
医
会
、日
本
衛
生
検
査
所
協
会
近
畿
支
部
お

よ
び
奈
良
県（
医
療
政
策
・
医
療
管
理
課
）で
構
成
さ
れ
る
奈
良
県
臨
床
検
査
協

議
会
の
設
立
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。日
臨
技
役
員
で
は
臨
床
検
査
デ
ー
タ

共
有
化
部
会
に
お
い
て
共
有
基
準
範
囲
の
設
定
、精
度
が
確
保
さ
れ
た
検
査
室

を
第
三
者
認
証
す
る
精
度
保
証
施
設
認
証
事
業（
平
成
30
年
度
８
０
０
施
設
が

認
証
取
得
）な
ど
臨
床
検
査
の
標
準
化
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　
こ
の
技
師
会

の
共
有
基
準
範
囲
は
日
本
臨
床
検
査
協
議
会
に
お
い
て
共
用
基
準
範
囲
と
し
て

天
理
医
療
大
学
　
医
療
学
部
　
臨
床
検
査
学
科
　

　
　
　
　
　
　
　
　
特
任
講
師
　
第
4
期
卒
　
山
本 

慶
和

皇居にて

全
国
で
統
一
し
て
使
用（
共
用
）で
き
る
基
準
範
囲
に
発
展
し

公
開
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。精
度
保
証
施
設
認
証
制
度
は

今
年
の
法
改
正
に
伴
い
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ（
全
部
門
を
対
象
）

し
た
品
質
保
証
認
証
制
度
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

日
立
自
動
分
析
研
究
会
は
今
年
で
43
回
を
迎
え
ま
す
が

（
い
く
ぶ
ん
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
会
で
は
あ
り
ま
す
）、私
に
と
っ
て

外
す
こ
と
の
で
き
な
い
会
で
あ
り
ま
す
。こ
の
研
究
会
は
天
理

で
自
動
分
析
装
置
を
導
入
し
た
翌
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。は
じ
め
は
装
置
へ
の
不
具
合
改
善
、機
能
ア
ッ
プ
を
要

望
す
る
会
的
で
し
た
が
、次
第
に
検
査
室
の
問
題
、精
度
管

理
法
、デ
ー
タ
の
読
み
方
な
ど
実
践
的
な
事
を
学
ぶ
会
と
な

り
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
、ま
た
、10
数
年
前
か
ら
若
い

技
師
に
自
動
分
析
装
置
を
中
心
と
し
た
技
術
・
知
識
の
教
育

の
場
と
し
て
高
橋
開
智
塾
を
設
け（
今
年
で
13
期
目
）、こ
れ

ま
で
に
受
講
者
は
３
６
０
人
に
余
り
と
に
な
り
ま
し
た
。も

う
一つ
、協
和
メ
デ
ッ
ク
ス
の
絶
大
な
る
協
力
を
頂
き
試
薬
分

析
研
究
会
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ
れ
は
若
い
技
師
に
化
学
的
検
査
の
面
白
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
試
薬
の
組
み
立
て
、実
験
計
画
、自
動
分
析
に

よ
る
実
験
、結
果
の
考
察
、お
よ
び
発
表
と
い
っ
た
一
連
の
過

程
を
実
践
す
る
会
を
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
長
年
臨
床
検
査
に
関
わ
っ
て
こ
れ
た
の
も
家

族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
も
の
で
す
。家
内
の

公
江
の
寛
容
が
支
え
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
お
礼
と
感
謝
を

さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
功
労
賞
を
受
賞
し
て
公
益
財
団
法
人
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
　

臨
床
検
査
部
CE
部
門
　
第
14
期
卒
　
杉
邑 

芳
樹

　

去
る
2
月
7
日
に
第
46
回
奈
良
県
医
療
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。医
療
功
労
賞
は
読
売
新

聞
社
主
催
、厚
生
労
働
省
、日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

後
援
の
賞
で
、地
域
医
療
の
へ
の
貢
献
者
を
表
彰

す
る
目
的
で
１
９
７
２
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
全
国
表
彰
７
２
８
名
、都
道
府
県
表

彰
４
４
３
８
名
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の

私
の
受
賞
は
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
、一
般
社
団

法
人
奈
良
県
臨
床
工
学
技
士
会（
森
諭
司
理
事

長
）の
推
薦
を
頂
き
、技
士
会
事
務
局
長
、天
理

医
学
技
術
学
校
臨
床
工
学
専
攻
科
教
員
と
し
て

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
し
た
。新
聞
等
に

掲
載
さ
れ
て
各
方
面
の
方
々
よ
り
お
祝
い
の
言

葉
や
、労
い
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

場
を
お
借
り
し
て
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の
受
賞

で
最
も
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
は
、歴
史
が
浅
く
認

知
度
の
低
い
臨
床
工
学
技
士
と
い
う
医
療
資
格

と
そ
の
業
務
内
容
を
多
少
な
り
と
も
一
般
の
人
に

知
っ
て
頂
け
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
１
９
８
３
年
3
月
に
天
医
校
第
14
期
生

と
し
て
卒
業
、4
月
に
憩
の
家
臨
床
病
理
部
に
入

職
、呼
吸
機
能
検
査
お
よ
び
心
電
図
検
査
を
主

と
し
た
生
理
検
査
に
従
事
、そ
の
後
、緊
急
検
査
、

糖
尿
病
検
査
等
に
も
従
事
し
ま
し
た
。ま
た
、兼

任
で
人
工
呼
吸
器
、人
工
透
析
、心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
、人
工
心
肺
等
の
生
命
維
持
管
理
装
置

の
操
作
、保
守
管
理
業
務
に
も
従
事
さ
せ
て
い
た

だ
き
、１
９
８
９
年
に
臨
床
工
学
技
士
免
許
を

取
得
し
ま
し
た
。１
９
９
６
年
5
月
に
天
医
校

　

臨
床
検
査
学
科
に
異
動
し
、専
任
教
員
と
し

て
臨
床
検
査
技
師
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。２
０

０
１
年
4
月
に
は
新
設
さ
れ
た
同
校
臨
床
工
学

専
攻
科
の
専
任
教
員
、２
０
０
８
年
4
月
に
は

同
専
攻
科
教
務
主
任
と
な
り
、臨
床
工
学
技
士

教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。兼
任
で
２
０
０
９
年4

月
か
ら
は
神
戸
学
院
大
学
栄
養
学
部
客
員
教
員

と
し
て
呼
吸
機
能
検
査
の
講
義
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

天
医
校
で
約
18
年
間
勤
務
し
た
後
、２
０
１

４
年
4
月
よ
り
再
び
、憩
の
家
臨
床
検
査
部
CE

部
門
に
戻
り
、臨
床
工
学
技
士
と
し
てICU

を
中

心
と
し
た
病
棟
で
生
命
維
持
管
理
装
置
等
の
操

作
、保
守
管
理
に
従
事
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

臨
床
に
戻
り
4
年
に
な
り
ま
す
が
、さ
す
が
に

18
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
く
、浦
島
太
郎
状
態
で

周
り
の
技
士
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
指
導
し
て
頂

き
、な
ん
と
か
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。当
院
の

臨
床
工
学
技
士
の
多
く
が
天
医
校
臨
床
工
学
専

攻
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、私
に
対
し
て
や
り
に
く

い
事
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
親
切
に
し
て

頂
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

臨
床
に
戻
り
患
者
を
中
心
に
医
師
、看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
を
は
じ
め
多
く
の
医
療
従
事
者

に
よ
っ
て
行
う
チ
ー
ム
医
療
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
て
お
り
ま
す
。チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て
は
お

ぢ
ば
で
教
え
て
頂
い
た『
一
手
一
つ
』の
精
神
が
役

立
つ
事
も
再
認
識
し
ま
し
た
。医
療
安
全
の
観
点

か
ら
チ
ー
ム
内
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
糧
に
し
て
、今
後
も
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
少

し
で
も
患
者
様
の
役
に
立
て
る
よ
う『
一
手
一
つ
』

の
精
神
で
努
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↖
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奈良県総合医療センター外観

教
育
は
〝
共
育
〞
で
あ
る

公
益
財
団
法
人
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

臨
床
検
査
部
長
　
松
尾 

収
二

　

私
は
、昨
年
1
月
、再
び
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
臨
床
検
査
部

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
が
、そ
の
前
の
7
年
間
の
天
理
医
療
大
学

（
準
備
室
含
む
）在
籍
は
私
に〝
教
育
〞の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、学
生
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

私
に
と
っ
て
、〝
教
育
〞と
は〝
教
え
て
育
つ
〞の
は
学
生
だ
け
で
は
な

い
、む
し
ろ
教
え
る〝
私
自
身
〞だ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
に
は
2
つ
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。1
つ
目
は
、授
業
で
も
っ
と
も
勉
強
に
な
っ
た
の
は

私
自
身
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。非
常
勤
講
師
の
と
き
以
上
に

気
を
配
り
勉
強
し
ま
し
た
。解
剖
生
理
や
病
態
の
理
解
は
検
査
デ
ー

タ
の
読
み
方
を
強
化
す
る
の
に
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。2
つ
目
は
学

生
と
い
う〝
人
〞と
接
す
る
こ
と
で
多
く
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。精
神
が
病
ん
で
い

る
学
生
、人
間
関
係
で
悩
む
学
生
、経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
学
生
、授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い
学
生
な
ど
色
ん
な
学
生
が
い
ま
し
た
が
、そ
ん
な
中
、人
は
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
彼
ら
で
し
た
。3
回
生
の
臨
地
実
習
、4
回
生
の
卒
業
研
究
、そ

し
て
就
職
活
動
と
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
求
め
ら
れ
、自
分
と
も
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
々
の
こ
と
を
経
験
す
る
中
で
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。彼
ら

は
意
外
に
自
分
の
こ
と
を
冷
静
に
み
て
い
る
し
、将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
、親
、家
族
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
若
者
が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。振
り
返
っ
て

私
自
身
の
生
き
様
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、ま
た
私
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
教
育
や
し
つ

け
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に「
共
育
」の
時
間
を
過
ご
し
た

気
が
し
て
い
ま
す
。

 

人
生
に
お
い
て
、良
き
人
と
の
出
会
い
は
相
手
が
若
い
年
寄
り
関
係
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。最
近
、若
い
レ
ジ
デ
ン
ト
の
医
師
が
臨
床
検
査
部
に
研
修
に
来
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
に
臨
床
検
査
部
の
ス
タ
ッ
フ
も
真
剣
に
受
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。大
変
、感
謝
し
て
い

ま
す
。〝
教
え
て
学
ぶ
〞「
共
育
」こ
そ
が
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の
神
髄
で
あ
り
、天
理

と
い
う
懐
の
深
さ
、優
し
さ
が
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。天
理
で
育
て

ら
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ま
方
に
も
そ
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。い
ず
れ
の
地
に

あ
っ
て
も
、そ
し
て
学
生
で
あ
っ
て
も
社
会
人
で
あ
っ
て
も〝
教
育
〞の
意
味
を
実
践
し
て

頂
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

追
記

　

来
年
、第
20
回
検
査
血
液
学
会
学
術
集
会
を
天
理
で
開
催
し
ま
す
。一
般
演
題
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。一
般
演
題
は
、自
分
で
考
え
自
分
で
ま
と
め
人
に
伝
え
る
こ
と
、す
な

わ
ち
自
分
が
育
つ
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。是
非
、廻
り
の
方
を
誘
っ
て
天
理
へ
お
か
え

り
下
さ
い
。

　

天
医
校
11
期
生（
昭
和
55
年
西
暦
１
９
８
０
年

卒
業
生
）は
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。5
年
お
き
に

同
窓
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、お
互
い
卒
業
以

来
会
っ
て
い
な
い
人
が
沢
山
い
ま
す
の
で
こ
の
機

会
に
近
況
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
数

字
は
当
時
の
出
席
番
号
で
す
。

1
．石
川
明
美（
奈
良
県
）

　

今
年
5
月
フ
ラ
ン
ス
で
6
月
日
本
で
息
子
の
結

婚
式
を
無
事
終
え
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。お
嫁

さ
ん
さ
ん
の
母
国
で
は
、ご
家
族
と
言
葉
は
通
じ

な
い
も
の
の
翻
訳
ア
プ
リ
と
カ
タ
コ
ト
で
和
や
か

に
過
ご
し
ま
し
た
。学
生
の
頃
は
海
外
に
親
戚
が

で
き
る
と
は
、思
っ
て
も
な
い
こ
と
で
し
た
。そ
ん

な
歳
に
な
り
ま
し
た
。

3
．加
藤（
石
神
）陽
子（
静
岡
県
）

　

4
月
に
還
暦
を
迎
え
現
在
60
歳
、家
族
の
皆
に

還
暦
祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。気
持
ち
は
学

生
時
代
と
全
く
変
わ
ら
ず
、現
在
循
環
器
専
門
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
検
査
業
務
を
し
て
い
ま
す
。医
療
現

場
で
働
く
我
が
子
を
見
て
い
る
と
、当
時
の
自
分

た
ち
を
思
い
出
し
ま
す
。仕
事
が
で
き
る
事
に
感

謝
し
、向
上
心
を
持
ち
、健
康
に
留
意
し
な
が
ら

頑
張
ろ
う
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

5
．猪
田
猛
久（
奈
良
県
）

　

今
年
5
月
に
38
年
間
勤
務
し
て
い
た
天
理
よ
ろ

づ
相
談
所
病
院
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。定
年
退

職
時
の
挨
拶
、送
別
会
な
ど
何
か
本
当
に
現
実
な

の
か
狐
に
騙
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。定
年
退
職
後
も
仕
事
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、幸
い
済
生
会
中
和
病
院
で

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、戸
惑
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

6
．須
賀（
内
野
）知
子（
兵
庫
県
）

　

来
年
3
月
末
で
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。今
は
、居
な
く
な
る
た
め
の
準
備
を
ぼ
ち
ぼ

ち
や
っ
て
ま
す
。卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
働
く
こ
と

が
出
来
た
の
は
、あ
の
暑
く
て
寒
い
天
理
で
の
3

年
間
が
有
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。忙
し
い

毎
日
が
少
し
余
裕
が
で
き
て
き
た
な…

と
感
じ

る
最
近
、4
人
の
孫
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。こ
れ
が
60

才
な
ん
だ
。

７
．野
尻（
大
東
）礼
子（
福
井
県
）

　

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？
卒
業
し
て
ず
い
ぶ

ん
時
間
が
経
ち
ま
し
た
ね
。福
井
に
来
て
病
院
で

働
き
な
が
ら
、3
人
の
子
供
を
授
か
り
ま
し
た
。一

時
期
は
両
立
が
大
変
で
し
た
。で
も
、昨
年
初
孫

が
誕
生
し
、今
秋
長
男
が
結
婚
し
ま
す
。は
や
い

も
の
で
す
ね
。現
在
は
退
職
し
て
主
人
が
住
む
東

京
と
の
往
復
生
活
で
す
。今
後
は
健
康
に
気
を
つ

け
な
が
ら
、趣
味
を
楽
し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

11
． 

宮
本（
亀
江
）な
お
み（
愛
知
県
）

　

結
婚
を
機
に
離
職
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
42

歳
で
健
康
診
断
の
パ
ー
ト
勤
め
5
年
、ブ
ラ
ザ
ー

病
院
で
短
期
の
バ
イ
ト
を
最
後
に
家
庭
に
入
っ
て

今
日
に
至
り
ま
す
。薬
剤
師
と
看
護
師
の
子
供
に

3
人
の
孫
が
い
て
成
長
が
楽
し
み
で
す
。検
査
技

師
長
の
主
人
の
健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
私
の
仕
事

で
す
。両
親
も
他
界
し
て
お
り
今
は
洋
裁
、編
物
、

写
真
、ピ
ア
ノ
な
ど
で
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
に
会
え
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

12
． 

唐
木　

幹
次
・
厚
子（
長
野
県
）

　

私
も
例
外
に
漏
れ
ず
、昨
年
還
暦
を
迎
え
現
職
も

余
す
と
こ
ろ
1
年
半
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
穏

や
か
に
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま

し
た
が
、最
後
の
所
でISO

１
５
１
８
９
の
認
証
取

得
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、準
備
に
疲
労
困
憊
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
励
ま
し
た
り
、そ
の
逞
し
さ
に
ほ
く
そ
笑

ん
だ
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。妻
も
県
下
の
乳
が

ん
検
診
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

15
．河
野　

久（
三
重
県
）

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
で
血
液
、免
疫
血
清
、

微
生
物
、一
般
検
査
を
行
い
、こ
の
1
月
で
定
年
退
職

と
な
り
ま
す
。今
後
も
検
査
技
師
の
仕
事
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。自
由
な

時
間
が
増
え
れ
ば
、身
の
周
り
の
こ
と
、例
え
ば
、料

理
、洗
濯
、掃
除
は
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
し
、趣
味

の
登
山
の
時
間
も
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

16
．在
長
和
廣（
石
川
県
）

　

10
期
の
入
試
で
不
合
格
、翌
年
合
格
し
同
期
よ
り

6
年
遅
れ
の
学
生
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
、卒
後
ふ

る
さ
と
の
１
９
８
床
の
総
合
病
院
に
定
年
ま
で
勤
め

現
在
は
地
方
の
検
査
セ
ン
タ
ー
勤
務
で
す
が
、前
期

高
齢
者
の
仲
間
に
な
り
8
月
15
日
で
退
職
予
定
で

す
、天
理
で
学
ん
だ
3
年
が
宝
物
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
検
査
技
師
人
生(

38
年
4
か
月)

で
し
た
。

20
．田
上　

美
鈴（
大
阪
府
）

 
私
は
、今
年
4
月
か
ら
嘱
託
に
な
り
、う
ま
く
い
け

ば
、後
5
年
働
け
る
か
な
。妹
一
人
が
、母
の
介
護
を

し
て
る
の
で
、去
年
か
ら
2
週
間
ご
と
に
1
週
間
実

家
に
泊
ま
り
、手
伝
っ
て
ま
す
。

21
．藤
原（
塚
本
）敦
子(
秋
田
県)

 

大
阪
で
勤
務
し
て
い
た
時
に
細
胞
検
査
士
資
格
を

取
得
、24
歳
の
時
に
秋
田
に
戻
り
検
診
団
体
に
就
職

し
ま
し
た
。以
後
は
ひ
た
す
ら
顕
微
鏡
を
覗
き
続
け

た
毎
日
で
し
た
。2
年
前
、白
内
障
に
な
り
眼
内
レ

ン
ズ
を
入
れ
る
こ
と
に・・
。高
度
先
進
医
療
で
多
焦

点
レ
ン
ズ
を
い
れ
た
ら
、眼
鏡
に
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
に
さ
よ
な
ら
で
き
ま
し
た
。お
勧
め
。

22
．問
本
佳
予
子（
奈
良
県
）

　

元
気
で
す
。60
歳
で
卒
業（
た
ぶ
ん
無
事
に・・）

こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か
と
、今
考
え
て
い
ま
す
。出

来
れ
ば
社
会
と
か
か
わ
り
、誰
か
の
お
役
に
た
て
る

よ
う
に・・・
な
ん
て
考
え
て
い
ま
す
が
、と
り
あ
え
ず

年
金
が
支
給
さ
れ
る
ま
で
は
働
き
ま
す
。ヨ
イ
シ
ョ
！

23
．木
寺（
都
所
）き
み
子（
奈
良
県
）

　

卒
業
後
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
で
7
年
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
、育
児
の
た
め
退
職
。現
在
は
他
業
界
で

働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、バ
タ
バ
タ
と
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。4
人
の
子
供

達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
、時
折
孫
に
癒
さ

れ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。沢
山
の
方
々
の
お
力
を

い
た
だ
き
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
の
毎
日
。感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

24
．牧
野（
永
坂
）ユ
キ（
神
奈
川
県
）

　

保
健
科
学
研
究
所
の
ブ
ラ
ン
チ
で
、出
向
先
は
横

浜
動
物
園
の
近
く
の
病
院
な
の
で
、土
曜
日
な
ど
は

動
物
園
か
ら
帰
る
親
子
連
れ
の
満
員
バ
ス
で
押
し
潰

さ
れ
な
が
ら
、通
勤
し
て
い
ま
す
。も
う
還
暦
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、子
供
達
3
人
は
働
く
よ
う
に

な
っ
た
と
た
ん
、夫
が
さ
っ
さ
と
定
年
退
職
し
て
し
ま

い
、私
は
夫
と
猫
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

パ
ー
ト
な
の
に
フ
ル
で
働
い
て
い
ま
す
。

25
．小
松（
西
江
）紀
美
子（
富
山
県
）

　

現
在
、臨
床
検
査
技
師
業
務
か
ら
す
っ
か
り
は
な

れ
て
お
り
ま
す
。産
業
保
健
業
務
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

定
年
退
職
者
コ
ラ
ム
　
天
理
医
学
技
術
学
校
第
11
期
生
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奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
の
紹
介
地
方
独
立
行
政
法
人
　
奈
良
県
立
病
院
機
構
　
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
臨
床
検
査
部
　
副
技
師
長
　
　
第
14
期
卒
　 

中
田  

恵
美
子奈良県総合医療センターで働く天理の卒業生

 

は
や
い
も
の
で
、天
理
医
学
技
術
学
校
を
卒
業
し
て
35
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。14
期
生
の
中
田
恵
美
子（
旧
姓
森
下
）と
申
し
ま
す
。こ
の
度
、『
一
手
一

つ
』の
原
稿
依
頼
を
受
け
、文
章
を
書
く
の
は
苦
手
で
す
が
、折
角
の
機
会

で
す
の
で
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

 

私
は
現
在
、奈
良
県
奈
良
市
に
あ
り
ま
す
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。天
理
医
学
技
術
学
校
を
卒
業
後
、3
か
月
修
養

科
に
入
り
、現
在
の
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
前
形
で
あ
る
奈
良
県

立
奈
良
病
院
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
半
年
間
勤
務
し
た
の
ち
、正
規
職
員

と
な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
、今
年（
平
成
30
年
）5
月
1
日
に
、奈
良

市
七
条
西
町（
第
二
阪
奈
道
路
の
南
側
、富
雄
川
の
東
側
の
高
台
に
位
置

し
ま
す
）に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。７
万
９
６
３
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

大
な
敷
地
に
、鉄
骨
造
り
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
免
震
構
造
）、地
下

1
階
地
上
7
階
建
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。大
規
模
災
害
時
に
も
イ
ン
フ
ラ

供
給（
電
力
、通
信
、給
水
、排
水
、都
市
ガ
ス
、医
療
ガ
ス
）が
継
続
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
に
医
療
継
続
計
画（M

edical Continuity Plan

）に

沿
っ
て
い
ま
す
。基
本
理
念
を『“

医
の
心
と
技”

を
最
高
レ
ベ
ル
に
磨
き
、県

民
の
健
康
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
ま
す
』と
し
、奈
良
県
北
和
の
基
幹

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、県
民
お
よ
び
地
域
住
民
に
安
心
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
と
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。新
設
の
診
療
科
も
あ

り
、旧
セ
ン
タ
ー
よ
り
110
床
多
い
540
床
を
備
え
、奈
良
の
地
域
医
療
を
支
え
る

7
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
は
、①
救
命
救
急
の
充
実
、②
周
産
期

医
療
の
充
実
、③
専
門
的
な
が
ん
医
療
の
充
実
、④
小
児
医
療
、⑤
糖
尿
病
治

療
、⑥
精
神
医
療
、⑦
災
害
医
療
で
す
。こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、集
約
的
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
、心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
、脳
神
経
セ
ン
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。臨

床
検
査
部
は
2
階
と
4
階
に
分
か
れ
て
お
り
、2
階
で
は
、採
血
、採
尿
、患
者

説
明
、一
般
検
査
、生
理
検

査
を
行
っ
て
お
り
、4
階

で
は
、生
化
学
検
査
、血

液
検
査
、遺
伝
子
検
査
、

病
理
検
査
、微
生
物
検

査
、輸
血
検
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。臨
床
検
査
技

師
は
、正
規
職
員
34
名
、

嘱
託
職
員
10
名
が
勤
務

し
、そ
の
う
ち
天
理
医
学

技
術
学
校
の
卒
業
生
は

14
名
と
約
3
割
を
占
め

て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で

も
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所

病
院
の
OB
で
あ
る
岡
山
幸

成
さ
ん
、安
田
正
利
さ

ん
、津
田
勝
代
さ
ん
、原

田
譲
さ
ん
、太
田
奈
津
子

さ
ん
、瀬
川
義
朗
さ
ん
に

平
成
30
年
同
窓
会
事
業
報
告・会
計
報
告

平
成
30
年
1
月
1
日
〜
平
成
30
年
11
月

30
日
ま
で
の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

一
．役
員
会
議
開
催

    

次
の
通
り
、計
4
回
開
催
し
た
。

○
第
1
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
3
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
〜
19
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、清
水
、川

　
　
　
　

邊
晴（
川
邊
美
会
計
代
理
）

　

欠
席
：
武
田
、倉
村
英（
倉
村
あ
監
査

　
　
　
　

代
理
）、中
村

会
議
内
容

　

①
平
成
29
年
度
同
窓
会
活
動
報
告

　

②
寄
付
金
納
付
者
に
つ
い
て

　

③
会
員
名
簿
の
確
認
作
業

○
第
2
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
5
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、清
水
、川

　
　
　
　

邊
美
、中
村

　

欠
席
：
武
田
、倉
村
英（
倉
村
あ
監
査

　
　
　
　

代
理
）

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号
の

　
　

役
割
分
担

　

②
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学
園
同
窓
会

　
　

設
立
準
備
委
員
会
へ
の
意
見
集
約

○
第
3
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
8
月
27
日（
月
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

演
習
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、大
林
、川
邊
晴

　
　
　
　
（
川
邊
美
会
計
代
理
）、倉
村

　
　
　
　

英（
倉
村
あ
監
査
代
理
）

　

欠
席
：
中
村
、武
田
、清
水

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

②
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号

　
　
ペ
ー
ジ
構
成
に
つ
い
て

○
第
４
回
役
員
会

　

会
期
：
平
成
30
年
11
月
5
日（
月
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
19
時
45
分

　

場
所
：
天
理
医
療
大
学　

同
窓
会
室

　

出
席
：
木
寺
、北
川
、川
邊
晴（
川
邊

　
　
　
　

美
会
計
代
理
）、中
村
、、清
水

　
　
　
　

英（
倉
村
あ
監
査
代
理
）

　

欠
席
：
大
林
、武
田
、倉
村
英（
倉
村

　
　
　
　

あ
監
査
代
理
）

会
議
内
容

　

①
同
窓
会
会
報「
一
手
一つ
」第
7
号

　
　

進
行
状
況
と
手
直
し

　

②
学
校
法
人
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学

　
　

園
同
窓
会
の
会
則（
案
）検
討

二
．「
一
手
一つ
」第
6
号
発
行

三
．平
成
29
年
度
会
計
報
告

　
平
成
29
年
度
は
左
記
表
通
り
の
収
支

と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

は
、今
ま
で
培
っ
て
き
た
臨
床
検
査
の
知
識
、経
験
、技
術

な
ど
を
後
輩
や
当
セ
ン
タ
ー
技
師
に
育
成
指
導
し
て
く
だ

さ
り
、大
変
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
振
り
返
り
、改
め
て
、天
理
医
学
技
術
学
校
の
卒
業

生
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、諸

先
輩
方
を
見
習
い
、卒
業
生
と
し
て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い

臨
床
検
査
技
師
を
目
指
し
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

26
． 

納
口 

英
次 （
埼
玉
県
）

　

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。私
は
卒
業
後
天
理
よ

ろ
づ
相
談
所
病
院
、国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
を

経
て
現
在
の
心
臓
血
管
研
究
所
付
属
病
院
に
入

所
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
10
月
に
無
事
定
年
を
迎

え
、同
病
院
に
て
延
長
雇
用
し
て
い
た
だ
き
元
気

に
勤
め
て
い
ま
す
。毎
年
何
回
か
お
ぢ
ば
帰
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、ま
た
皆
様
方
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

32
．巻
幡
信
広(

広
島
県)

　

西
日
本
豪
雨
災
害
が
間
近
で
発
生
、連
日
の
記

録
的
猛
暑
の
中
、尾
道
で
は
断
水
が
2
週
間
以
上

も
、続
き
ま
し
た
。水
の
恐
さ
と
大
切
さ
を
実
感

し
た
夏
で
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
は
、一
日
も
早
く

日
常
に
戻
れ
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。私
は
、身

体
は
ポ
ン
コ
ツ
で
す
が
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
週
2

回
で
若
者
達
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。定
年
後
も
少

し
働
く
予
定
で
す
。

33
．正
木
修
一（
岡
山
県
）

　

平
成
29
年
9
月
1
日
に
出
直
さ
れ
ま
し
た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

34
．西
田（
松
井
）英
子（
奈
良
県
）

　

今
年
の
6
月
で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。38

年
間
大
き
な
病
気
や
怪
我
も
な
く
元
気
に
勤
め

上
げ
れ
た
こ
と
に
は
家
族
、特
に
儀
父
母
に
感
謝
、

感
謝
で
す
。今
は
、家
で
主
人
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

て
い
ま
す
。こ
ん
な
に
ゆ
っ
〜
た
り
と
し
た
時
を
過

ご
す
の
は
人
生
で
初
の
経
験
で
す
。今
後
の
事
は

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。主

人
と
農
業
し
専
業
主
婦
す
る
の
も
良
し
、又
仕
事

す
る
の
も
良
し
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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同
窓
会
新
役
員
と
な
っ
て
2
度
目
の「
一
手
一つ
」

発
刊
と
な
り
ま
し
た
。2
回
目
の
編
集
作
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、最
初
に
比
べ
れ
ば
要
領
よ
く
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
読
み

や
す
く
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
会
報
を
発
刊
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
載
の
ア
ド
レ
ス
へ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　

       

　
　
　
　
　

同
窓
会
幹
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第
42
期
卒
）清
水
一
茂
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３
校
統
合
同
窓
会
開
設
に
向
け
て

　

昭
和
42
年
に
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
の
看

護
師
と
検
査
技
師
を
養
成
す
る
た
め
に
開
校
さ

れ
た
天
理
高
等
看
護
学
院（
後
に
天
理
看
護
学

院
）と
天
理
衛
生
検
査
技
術
学
校（
後
に
天
理
医

学
技
術
学
校
）は
、そ
の
使
命
を
天
理
医
療
大
学

に
引
き
継
が
れ
平
成
26
年
に
閉
校
し
ま
し
た
。天

理
医
療
大
学
の
１
期
生
が
卒
業
す
る
前
に
３
校
の

同
窓
会
は
１
つ
に
統
合
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

諸
事
情
に
よ
り
統
合
さ
れ
ず
に
別
々
の
同
窓
会
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。各
同
窓
会
の
主
な
運
営

資
金
は
新
し
く
入
会
す
る
卒
業
生
の
入
会
金
で
し

た
の
で
、天
理
看
護
学
院
同
窓
会
と
天
理
医
学
技

術
学
校
同
窓
会
は
継
続
的
運
営
が
将
来
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。同
窓
会
会

員
の
皆
様
に
は
何
卒
こ
の
状
況
を
ご
理
解
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

別
々
に
運
営
し
て
き
た
同
窓
会
が
い
き
な
り
統

合
し
て
、う
ま
く
運
営
し
て
い
く
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、３
校
の
同
窓
会
役

員
が
話
し
合
う
目
的
で
、「
３
校
統
合
同
窓
会
設

立
準
備
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
理
解
し
、十
分
な
話
し
合
い
の
も
と
に
、各

学
校
の
卒
業
生
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
同
窓
会
運

営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
３
校
統
合
同
窓
会
設

同
窓
会
長　
木
寺 

英
明

立
準
備
委
員
会
」を
次
の
6
回
開
催
し
て
話
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。

第
１
回　

平
成
30
年
１
月
５
日　

　

３
校
の
同
窓
会
役
員
全
員
と
天
理
医
療
大
学

　

事
務
局
２
人
が
参
加
し
て
立
上
げ　

第
２
回　

平
成
30
年
３
月
23
日

　

医
療
大
学
２
名
、看
護
学
院
３
名
、医
学
技
術

　

学
校（
木
寺
、北
川
、大
林
、中
村
）４
名
参
加

第
３
回　

平
成
30
年
５
月
18
日　

　

医
療
大
学
３
名
、看
護
学
院
２
名
、医
学
技
術

　

学
校
３
名（
木
寺
、北
川
、中
村
）参
加

第
４
回　

平
成
30
年
７
月
20
日　

　

医
療
大
学
３
名
、看
護
学
院
３
名
、医
学
技
術

　

学
校
４
名（
木
寺
、大
林
、中
村
）参
加

第
５
回　

平
成
30
年
９
月
28
日　

　

医
療
大
学
４
名
、看
護
学
院
２
名
、医
学
技
術

　

学
校
３
名（
木
寺
、北
川
、中
村
）参
加

第
6
回　

平
成
30
年
11
月
16
日

　

医
療
大
学
3
名
、看
護
学
院
2
名
、医
学
技
術

学
校（
木
寺
、北
川
）参
加

　

6
回
の
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、平
成
32
年

10
月
25
日（
日
）に
３
校
統
合
の
同
窓
会
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。現
段
階
で
３
校

同
窓
会
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
の
は
、名
称
を

「
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
学
園
同
窓
会
」と
す
る
こ
と

と
、今
ま
で
の
３
校
同
窓
会
を
部
会
と
し
て
存
続
さ

せ
る
こ
と
で
、各
部
会
の
役
員
が
統
合
同
窓
会
を
運

営
し
て
い
く
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、３
校
統

合
同
窓
会
総
会
で
会
員
の
承
認
を
得
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

　
こ
こ
で
、天
理
医
学
技
術
学
校
同
窓
会
と
し
て

問
題
と
な
る
の
は
、次
回
の
本
会
同
窓
会
総
会
は
平

成
34
年
３
月
の
予
定
で
し
た
の
で
、３
校
の
同
窓
会

を
統
合
す
る
こ
と
の
承
認
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て

賛
同
を
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
会
報
で
会

員
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、臨
時
同
窓
会

総
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。本
来
な
ら
ば
平
成
34
年
３
月
に
開
催
予
定

の
同
窓
会
総
会
を
平
成
32
年
10
月
25
日（
日
）に
臨

平成29年度　寄付金入金者一覧　58名  総計228,304円
多くの同窓生の皆様から寄付を賜り誠にありがとうございました。

寄付金収入の全額は、同窓会運営費の一部に充当させていただきます。

1期

小西 道子 末吉 範行

12期

神田 道代

10期

森下 政重

加藤 廣子

22期

39期
横田 洋

柳田 広子

石谷 彩
4期

19期 40期

宇都宮 築子

神田 典尚

桑野 彩
7期

窪 真理
川邊 晴樹/美智子

田崎 昭夫
菅田 君子

41期

堀江 ひとみ

西村 康司
櫃割 まさ代

文澤 幸子 南   義弘/睦

安藤 薫 23期
42期

藤野 一江

飯田 緑

13期

北野 宏

山田 秀子
弓場 富喜子

中 眞弓美

井上 敦美

中田 茂

11期
河野 久 森田 真美 17期

清水 一茂牧野 ユキ

24期

8期 渡辺 周吾

田邊 雅世

今田 千鶴

岸原 文江
3期

藤田 富子

松本 郁子

進士 都

仁垣 美香

33期

石井 容子

藤原 敦子

久保 良子 21期

天野 陽子

近藤 和子

吉川 佳子
14期 小川 令子

9期
田中 則子

18期

永谷 道一橋本 儀一/敏枝
木寺 英明/きみ子

清松 佐知子

34期
中村 彰宏

匿名希望5名

同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　同窓会新ウェブサイト　QRコード

＊アプリの種類によっては読み込めないことが
　ございますので、ご了承ください

　

平
成
30
年
9
月
よ
り
同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
維
持
費
無
料
）さ

れ
ま
し
た
。会
報
で
あ
り
ま
す「
一
手
一つ
」

が
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
フ

ォ
ー
ム
が
な
く
な
り
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ホ

ー
ム
画
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
へ
住
所
変
更
等
あ
れ
ば
送
信
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
同
窓
会
総
会
と
い
う
形
で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、同
窓
会
役
員
も
改

選
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、天
理
医
学
技
術
学
校
同
窓
会
の
役
員
は

「
一
手
一つ
」の
７
号
会
報
作
製
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

３
校
統
合
同
窓
会
設
立
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、看

護
学
院
同
窓
会
役
員
お
よ
び
天
理
医
療
大
学
同
窓

会
役
員
の
方
々
と
話
し
合
い
を
重
ね
、慣
れ
な
い
会

則
素
案
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。３
校
統
合

同
窓
会
総
会
の
開
設
に
関
し
ま
し
て
は
、会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
な
け
れ
ば
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ど
う
か
３
校
統
合
同
窓
会
開

設
に
関
し
て
も
ご
意
見（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
）を
頂
き
、ま
す
ま
す

発
展
行
け
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

３校統合同窓会　設立準備委員会メンバー

左から寺田事務局長、鶴巻会長、松山事務局次長、木寺会長、茶木会長


